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ご
挨
拶 

 
 

 
 

千
葉
氏
を
語
る
会
長 

 

向
後
保
雄 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
３
密
回
避
の
観
点

か
ら
研
修
会
等
の
行
事
は
自
粛
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
千
葉
氏
を

語
る
会
会
員
の
皆
様
に
は
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 さ

て
、
今
年
は
千
葉
市
市
政
施
行

100

周
年
の
年
で
、
千
葉
氏
を
語
る
会

と
し
て
も
参
加
協
力
の
た
め
六
月
五
日

の
総
会
で
の
湯
浅
治
久
教
授
に
よ
る
記

念
講
演
を
記
念
事
業
と
し
て
市
の
認
証

を
受
け
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
他
、
千
葉
開
府900

年
に
向
け

て
、
本
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一

つ
で
あ
る
千
葉
氏
を
知
っ
て
も
ら
う
為

に
、
会
員
有
志
の
皆
さ
ん
が
、 

 
 

 
 

 
 公

民
館
で
紙
芝
居
を
実
施
し
よ
う
と

計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
紙
芝
居
は
、
新
宿
小
学
校
の
図

書
館
員
を
主
に
近
隣
の
図
書
館
員
の
方

達
が
市
作
成
の
漫
画
本
「
千
葉
常
胤

公
も
の
が
た
り
」
を
基
に
手
作
り
し
た

紙
芝
居
が
大
変
よ
く
で
き
て
い
た
の

で
、
私
が
千
葉
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
会
長
を
し
て
い
た
時
に
、
十
校
に
対

し
て
奉
仕
活
動
で
紙
芝
居
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
大
変
喜
ん
で
く
れ
た
と
い
う
経

緯
が
あ
り
、
会
員
有
志
の
皆
さ
ん
の
実

施
計
画
案
と
な
り
ま
し
た
。 

で
き
れ
ば
こ
れ
も100

周
年
記
念
事

業
と
し
て
千
葉
市
の
認
証
を
受
け
た
い

も
の
で
す
。
六
年
後
の
千
葉
開
府900

年
の
成
功
を
目
指
し
て
、
今
後
も
会
員

の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

本
佐
倉
城
址
の
見
学
勉
強
会 

 
 

 
 

 
 

 
(

会
員)

高
野
利
太
郎 

 

今
回
は
久
し
ぶ
り
に
現
地
勉
強
会
と

し
、
酒
々
井
町
と
佐
倉
市
の
本
佐
倉

城
址
を
見
学
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ

で
、
令
和
２
年
１
１
月
２
９
日
（
土
）

９
時
３
０
分
参
加
者
２
５
名
が
集
合

し
、
今
回
は
酒
々
井
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
が
６
名
参
加
し
て
６
班
に
別

れ
て
案
内
し
て
く
れ
た
。 

 

１
、
築
山
展
望
台 

 

最
初
に
駅
近
く
の
築
山
展
望
台
に

登
る
。
こ
こ
は
酒
々
井
町
随
一
の
景
観

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
場
所
で
あ

り
、
眼
下
に
は
木
内
常
右
衛
門
の
旧

跡
が
あ
り
、
そ
の
先
に
は
印
旛
沼
が
広

が
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
遠
方
関
東

平
野
の
名
峰
筑
波
山
が
浮
か
び
上
が
っ

て
見
え
る
。
中
世
に
は
、
印
旛
沼
は
鬼

怒
川
（
現
利
根
川
）
に
繋
が
っ
て
お
り

下
野
国
古
河
に
は
船
で
往
来
が
出
来
る

状
態
で
あ
っ
た
。 

 

又
、
明
治
時
代

に
は
天
皇
が
成
田
の
御
料
牧
場
に
行
幸

に
な
る
際
に
は
此
処
を
訪
れ
た
。
こ

の
こ
と
を
記
す
「
明
治
天
皇
御
註
ひ

つ
記
念
碑
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

２
、
下
り
松
・
出
羽
三
山 

 

こ
こ
か
ら
西
へ
少
し
登
り
坂
を
行
く

と
「
下
り
松
」
（
成
田
方
面
に
向
か
う

と
下
り
坂
）
と
呼
ん
で
い
る
坂
が
あ
る
。

成
田
街
道
の
難
所
で
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
景
色
も
良
く
整
備
さ
れ
て
見
所
で

あ
る
。 

３
、
麻
賀
多
神
社 

 

印
旛
郡
に
は
１
９
の
麻
賀
多
神
社
が

あ
り
成
田
台
方
の
社
が
本
社
で
あ
る
。

当
町
に
は
下
宿
と
下
台
に
二
社
が
あ
る
。

主
祭
神
は
和
久
産
巣
碑
命
（
ワ
カ
ム
ス

ビ
ノ
ミ
コ
ト
）
で
古
事
記
、
日
本
書
記
に

は
稚
産
霊
命
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
わ
か
」

と
は
若
々
し
い
、「
む
す
び
」
と
は
誕
生

と
育
成
を
司
る
神
と
し
て
五
穀
、
養
蚕

の
育
成
の
神
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

４
、
八
抱
の
松
・
古
松
碑 

（
コ
シ
ョ
ウ
ヒ
） 

 

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
発
行
の
成

田
名
所
絵
図
に
は
樹
齢
７
０
０
年
～
８

０
０
年
、
高
さ
１
０
０
尺
（
３
３
メ
ー

ト
ル
）
、
幹
の
太
さ
１
０
メ
ー
ト
ル
位

の
大
木
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
根
元
に
妙
見
様
が
祀
ら
れ
て
い
た
の

で
ご
神
木
と
し
て
大
事
に
さ
れ
て
い

た
。
村
人
は
記
憶
に
残
す
よ
う
に
と
、

「
古
松
碑
」
を
立
て
た
。
当
町
は
成

田
街
道
の
宿
場
駅
で
あ
っ
た
の
で
、

「
千
葉
氏
を 

 
 

語
る
」
だ
よ
り 
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「
酒
々
井
駅
古
松
碑
」
と
呼
ば
れ

た
。 

５
、
酒
の
井 

 

昔
、
後
冷
泉
天
皇
の
天
喜
年
間
（
１

０
５
３
～
１
０
５
８
）
の
頃
、
こ
の
地
に

老
い
た
父
母
と
親
孝
行
な
息
子
が
住
ん

で
い
た
。
父
は
お
酒
が
大
好
き
で
あ
っ
た

の
で
、
息
子
は
一
日
中
働
い
て
得
た
お

金
で
酒
を
買
っ
て
帰
り
、
父
が
喜
ぶ
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
或
日
酒
を
買

う
金
が
な
く
、
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
い
て
い

る
と
、
酒
の
匂
い
が
す
る
井
戸
が
あ
り

飲
ん
で
み
る
と
、
本
当
の
酒
だ
っ
た
の
で
、

持
っ
て
帰
り
父
を
喜
ば
せ
た
。
記
念
に

井
戸
の
そ
ば
に
碑
を
建
て
て
、
村
名
も

酒
々
井
と
な
っ
た
。（
色
々
な
設
が
あ
る

が
こ
こ
で
は
や
め
る
） 

 

６
、
真
言
宗
勝
藏
院 

 

次
に
西
に
向
か
っ
て
徒
歩
５
分
ほ

ど
で
勝
蔵
院
に
着
く
、
先
ず
目
に
つ

く
の
は
朱
塗
り
の
仁
王
門
に
は
仁
王

像
と
狛
犬
が
坐
し
て
い
る
。
奥
の
本

堂
に
は
、
高
さ
７
尺
（
２
メ
－
ト
ル

３
１
セ
ン
チ
）
の
不
動
明
王
が
祀
ら

れ
、
左
右
に
２
体
、
高
さ
３
尺
（
９

９
セ
ン
チ
）
の
脇
侍
が
控
え
て
い

て
、
長
く
地
元
の
信
仰
を
集
め
て
い

る
。
こ
の
不
動
明
王
は
、
江
戸
時
代

の
初
期
佐
倉
藩
の
殿
で
あ
っ
た
掘
田

正
信
公
の
時
代
に
成
田
山
へ
の
参
詣

が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
た
め
、
当
村
で

も
と
、
江
戸
の
仏
師
に
依
頼
し
て
不

動
明
王
を
掘
ら
せ
た
。
そ
の
時
仏
師

は
甲
斐
の
武
田
信
玄
公
像
も
依
頼
さ

れ
て
お
り
、
不
動
明
王
と
信
玄
公
の

頭
を
間
違
え
て
付
け
替
え
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
た
め
に
不
動
明
王
の
顔
は

殊
の
ほ
か
恐
ろ
し
い
頭
に
出
来
て
い

る
。 

７
、
本
佐
倉
城
址 

 
続
い
て
北
へ
急
な
坂
道
を
下
り
２
０

分
ほ
ど
歩
い
て
本
日
の
目
的
地
城
址
に

到
着
す
る
。 

①
東
山
馬
場
（
Ⅴ
郭
） 

 

先
ず
城
跡
全
体
の
東
南
部
の
東
山

馬
場
と
い
う
場
所
に
着
く
（
現
在
は
駐

車
場
）
。
こ
こ
は
城
跡
の
低
い
広
場
に

な
っ
て
い
て
、
調
査
の
結
果
で
は
建
物

等
は
発
掘
さ
れ
な
い
。 

②
城
山
（
Ⅰ
郭
） 

 

そ
の
南
側
高
台
に
城
山
と
言
わ
れ
る

広
場
が
あ
り
。
此
処
は
主
殿
、
会
所
、

庭
園
、
門
、
櫓
、
塀
等
の
屋
敷
群
が
発

掘
さ
れ
、
主
殿
で
は
当
主
が
執
務
し
、

客
人
と
の
対
面
、
宴
会
等
を
行
う
場
所

で
あ
り
、 

南
庭
に
は
茶
室
も
建
て
ら
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
当
地
区
は
城
跡
の
主
要
部
分
で

あ
り
、
当
主
、
家
臣
等
の
活
動
の
様
子

が
う
か
が
え
る
。 

③
奥
の
山
（
Ⅱ
郭
） 

 

そ
の
南
西
に
は
奥
の
山
と
呼
ば
れ
る

広
場
が
あ
り
、
妙
見
宮
を
祀
っ
た
一
辺

１
５
メ
ー
ト
ル
の
基
壇
が
あ
り
、
出
陣

式
等
の
儀
式
や
儀
礼
を
行
う
場
所
で

あ
つ
た
。 

④
倉
跡
（
Ⅲ
郭
） 

 

こ
こ
は
倉
庫
群
が
有
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
調
査
の
結
果
堀
立
柱
の
建
物
が
広

範
囲
に
分
布
し
て
い
る
。
又
、
炭
化
し
た

米
が
多
く
見
つ
か
り
、
そ
の
他
供
膳
具

や
調
理
具
、
貯
蔵
具
等
も
出
土
さ
れ
た

こ
と
か
ら
倉
庫
だ
け
で
な
く
、
人
の
生

活
空
間
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

⑤
Ⅳ
郭 

 

平
成
１
９
・
２
４
年
と
２
回
に
わ
た
り

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
門
跡
の
ほ
か
東

山
虎
口
か
ら
Ⅰ
郭
、
Ⅲ
郭
へ
と
向
か
う

通
路
跡
や
柵
列
跡
が
見
つ
か
り
、
倉
跡

の
虎
口
施
設
に
当
た
る
重
要
な
郭
と
推

定
さ
れ
る
。 

⑥
東
光
寺
ビ
ョ
ウ
（
Ⅵ
郭
）
北
側
に
二

つ
の
突
出
す
る
物
見
台
に
よ
っ
て
守
ら

れ
た
広
大
な
場
所
で
あ
り
、
北
側
丘
の

中
腹
に
帯
状
に
中
段
が
築
か
れ
て
い
る
。

そ
の
性
格
は
ま
だ
よ
く
解
っ
て
い
な
い
。 

⑦
セ
ッ
テ
イ
（
Ⅶ
郭
） 

 

こ
こ
は
接
待
の
場
所
、
又
は
形
状
（
厳

重
な
虎
口
、
土
塁
な
し
、
大
規
模
な
空

堀
）
か
ら
人
質
郭
と
も
考
え
ら
れ
る
。

建
物
跡
も
解
っ
て
お
り
、
供
膳
具
、
調

理
具
、
貯
蔵
具
等
も
あ
り
、
又
、
他
の

郭
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
囲
碁
、
茶

壺
、
火
箸
等
も
出
土
し
て
い
る
。 

 

修
了
後
、
元
の
道
路
を
北
に
根
古
屋

の
部
落
で
中
食
し
て
徒
歩
で
佐
倉
市
に

入
り
勝
胤
寺
に
入
り
、
千
葉
介
勝
胤
以

降
の
当
主
の
墓
を
見
学
し
て
、
大
佐
倉

駅
に
て
解
散
す
る
。 
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紙
芝
居 

千
葉
常
胤
物
語 

  

こ
の
紙
芝
居
は
、
千
葉
市
民
へ
千
葉

氏
を
認
知
し
て
貰
う
目
的
で
、
初
心

者
に
受
け
入
れ
易
い
内
容
に
し
て
、 

歴
史
の
流
れ
を
知
っ
て
貰
う
様
に
簡
単

な
も
の
に
し
て
あ
り
ま
す
。 

   

千
葉
の
街
の
礎
を
築
い
た
一
族
、 

 
 
 
 
 

千
葉
氏
と
私
達
の
活
動 

 
 

千
葉
氏
は
桓
武
天
皇
の
血
を
引
く

関
東
の
名
族
で
す
。 

平
安
時
代
後
期
の
一
、
一
二
六
年
に

千
葉
常
重
が
緑
区
大
椎
町
か
ら
現
在

の
中
央
区
亥
鼻
付
近
に
本
拠
を
移
し
た

こ
と
に
よ
り
、
千
葉
市
の
街
と
し
て
の

歴
史
が
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
常
重
の
子
、
常
胤
は
千
葉
氏
の
中

興
の
祖
と
さ
れ
る
人
物
で
す
。 

一
、
一
八
〇
年
、
石
橋
山
の
戦
い
に

敗
れ
た
源
頼
朝
が
海
を
渡
っ
て
房
総
に

逃
れ
て
き
際
、
常
胤
は
い
ち
早
く
頼
朝

の
味
方
に
付
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
常
胤
は
一
貫
し
て
頼
朝
を
支
え
、

鎌
倉
を
本
拠
と
す
る
よ
う 

 

   

進
言
す
る
な
ど
、
御
家
人
の
筆
頭
格
と

し
て
活
躍
し
ま
し
た
。 

頼
朝
も
常
胤
を
父
の
よ
う
に
慕
っ
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

千
葉
の
街
を
開
い
た
千
葉
氏
が
鎌
倉

幕
府
の
成
立
に
大
い
に
寄
与
し
、
そ
の 

 
 

功
績
に
よ
り
全
国
各
地
に
所
領
を
得

て
、
有
力
御
家
人
と
し
て
幕
府
を
支
え

ま
し
た
。 

 
私
達
千
葉
市
民
と
し
て
郷
土
の
先
人

達
の
活
躍
を
し
り
、
大
い
に
誇
り
と
感

ず
る
処
で
あ
り
ま
す
。 

 「
千
葉
氏
を
語
る
会
」
で
は
で
き
る
だ

け
多
く
の
千
葉
市
民
が
こ
の
活
躍
の
歴

史
を
知
り
、
千
葉
市
が
進
め
る
町
造
り

の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
と
し
て 

確
立
で
き
る
様
、
こ
の
紙
芝
居
も
教
材

の
一
つ
と
し
て
、
又
、
日
頃
の
活
動
で

知
り
得
た
多
く
の
知
識
な
ど
も
合
わ
せ

て
講
演
活
動
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

   

  
 

  

千
葉
氏
系
図
１ 

  
 

 
 

 

桓
武
天
皇
❘
□
❘
□
❘
高
望
王
❘ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

❘
千
葉
（
宗
家
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
良
文
❘
忠
頼
❘
忠
常 

 
 

❘
胤
正
（
千
葉
氏
）
❘
小
城
（
佐
賀
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

❘
師
常
（
相
馬
氏
）
❘
相
馬
（
福
島
） 

 

□
❘
□
❘
□
❘
常
重
❘
常
胤
❘ 

❘
胤
盛
（
武
石
氏
）
❘
亘
理
（
宮
城
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

❘
種
信
（
大
須
賀
氏
）
❘
好
島
庄(

福
島
い
わ
き
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

❘
胤
通
（
国
分
氏
）
❘
大
崎
（
千
葉
香
取
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

❘
胤
頼
（
東
氏
）
❘
山
田
庄
（
岐
阜
郡
上
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千
葉
六
党 
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お
知
ら
せ 

「
千
葉
氏
を
語
る
会
」
で
は
広
く

会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
お
知
り
合
い
の
方
で
千
葉
氏

の
歴
史
に
関
心
が
あ
る
方
が
い
ま

し
た
ら
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
事
務

局
長
日
向
ま
た
は
役
員
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
こ
の
度
、
千
葉
市
中

区
千
葉
寺
町
に
あ
る
千
葉
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
登
録
し
ま
し
て
、
協
議

会
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

 

編
集
子 

大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
会

報
十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
回
号
で
は
、
小
学
生
向
け
紙

芝
居
を
特
集
し
ま
し
た
。 

今
後
と
も
益
々
本
会
の
活
動
に

御
協
力
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
年
も
会
員
一
丸
と
な
っ
て
、

本
会
の
設
立
趣
意
書
に
乗
っ
取

り
、
各
々
の
事
業
を
確
実
、
誠

意
を
込
め
て
推
進
し
、
会
員
の

納
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
会
の

運
営
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
か
会
員
皆
様
の

御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 


